
年末年始年末年始のの診療予定診療予定

▶1月8日（木）午後6時～
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6673-3630（法律相談

専用　 ）

住吉民主診療所の
無料法律相談

HP アドレス　https://moisk.jp/

熱や風邪の症状がある方は、事前に電話予約をお願いします。

▶1月30日（金）午後6時～
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6681-1498

加賀屋診療所の
無料法律相談

受　付 診療時間
午前診 月～土 8 :30 ～ 12:00 9 :00 ～ 12:00

夜　診 月・水・木 17:30 ～ 20:00 18:00 ～ 20:00

月 火 水 木 金 土

午
前

本郷
（内科）
中島

（内科）

中島
（健診）

藤井
（内科）
高田

（内科）

久保田
（内科）
長田

（内科）

北田
（内科）
高田

（内科）

岡村
（内科）

往
診

西口
桜井 西口 中島

福島 中島

夜
診

橋村
（内科）

（小児科）

萩原
（内科）

橋村
（内科）

（小児科）

※夜診は月・水・木 行います。
※混雑の回避のため、予約診療を実施しています。　電話  06-6696-5250

◦電話 06-6696-5250  　◦FAX 06-6696-6205
◦〒 558-0031 大阪市住吉区沢之町 1-3-16

婦人科検診 	 1 月 10 日（第2土曜日）

健康診断 	 月～土（午前）

	 日曜健診　1月25日（日）

	 事前にお問い合せ、ご予約ください。

胃カメラ 	 月 2 回  土曜日（午後）

エコー検査 	 12月19日（金）・12月26日（金）

	  1 月13日（火）・ 1 月23日（金）

予防接種 	 小児各種、肺炎球菌、帯状疱疹、コロナ、
	 インフルエンザワクチンの予約を
	 受付けています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～12:00

窓口受付 診療時間
午前診 月～土  8 :30 ～ 12:00  9 :00 ～ 12:00
午後診 火（第2・4）・木 13:30 ～ 16:00 13:30 ～ 16:00
夜　診 木・金 17:30 ～ 19:30 18:00 ～ 19:30

◦電話 06-6681-1498　　◦ FAX 06-6682-2338
◦〒 559-0016 大阪市住之江区西加賀屋 2-5-25

健康診断 	 平日健診	（月～土）	 午前 9:00 ～ 11:30
		  （木）	 午後 1:30 ～ 3 :30
	 日曜健診 1月18日（第 3）・2月15日（第 3）
	 事前にお問い合せ、ご予約ください。
胃カメラ 	第2・4土曜日（大橋医師）  9:00～12:00（予約制）

	 日曜健診時 9:00 ～ 11:30（予約制）

エコー検査 	月・水（午前・予約制）
	 土（午前）第 1・3　  木（夜診）心エコー
予防接種 	小児各種、肺炎球菌、帯状疱疹、インフルエン

ザ、コロナワクチンの予約を受付けています。
※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～11:30

※お電話での受付・ご相談は 午前8：45〜 となります。

月 火 水 木 金 土

午
前

西口
（内科）

矢野
（内科）

（小児科）
池谷

（内科）

矢野
（内科）

（小児科）
福島

（内科）

矢野
（内科）

（小児科）
呉

（内科）
（漢方）

矢野
（内科）

（小児科）

第1・3 第2・４
矢野

（内科）
（小児科）

藤田
（内科）

第 2 第 5
後藤

（漢方）
（予約制）

代診

午
後

第2・4 鋳谷
（整形）鋳谷

（整形）
往
診 西口 福島

矢野 荒谷 矢野

夜
診

渋谷
（心エコー）
（循内）

橋本
（内科）

住吉民主診療所 診療案内 加賀屋診療所 診療案内

住吉民主診療所 11月3日

11月9日 加賀屋診療所

実行委員会が中心になって取り組んできた
9 条の碑建立の運動。ついに完成し、各診
療所で除幕式が行われました。

（9 条の碑建立実行委員会）

9条9条のの碑碑「「除幕式除幕式」」

（9）第 378 号	 虹　の　た　よ　り	 （'25 年 12 月・'26 年 1 月 合併号）2026 年 新年号 2026 年 新年号（'25 年 12 月・'26 年 1 月 合併号）	 虹　の　た　よ　り	 第 378 号（8）

無料・低額診療
制度のご案内

医療費に困り治療をあきらめて
いる方
一日でも早く、私たちの診療所へ
来てください。
一緒に治療を始めましょう。
また、ご近所でお困りの方がおら
れたら紹介してください。

▪住吉民主診療所
年 内  12月30日 火  午前診 まで

年 始    1 月  5 日 月  午前診 から

▪加賀屋診療所
年 内  12月29日 月  午前診 まで

年 始    1 月  5 日 月  午前診 から

〈発 行〉 虹のたより編集委員会  〈発行責任者〉 山嵜 寿美雄
南大阪医療生活協同組合	 TEL	06-6685-3824
〒559-0016 大阪市住之江区西加賀屋2-4-2	 FAX	06-6683-0459

組合現勢

組合員総数… ………… 8,918名
（10月／加入17名・退会10名）

出資金総額… … 350,450千円
（10月31日  現在）

2026年

新年号
（'25年12月

'26年 1 月 合併号）

第378号

バンド GOM

オカリナサークル奏



2025 年 度 は、 組 合 員
とともに「経営・事業継
続の危機」を乗り越えよ
うと奮闘の結果、職員・
地域組合員の皆様の支援
をいただき経営改善へつ
なげてきました。政府の

医療・介護保険制度の改悪は続き、厳しい中で頑張っ
ている私たちの事業継続を妨げています。地域の医
療、介護、福祉事業を守るべき責任は国にあります。
この理不尽な厳しさを“出資・運営・利用”協同組

合の原点に戻り協力して乗り越える努力を進めてい
くしかありません。社保運動では 2025 年 11 月に
両診療所の敷地内に“平和の思いを未来へつなごう”
を掲げ 2 年に渡る実行委員会を経て、「憲法 9 条の
碑 2 基建立」を果たしました。800 人以上の方々の
募金支援、各取り組みに協力いただいた方々へ感謝
申しげます。この地域から頼り続けられる、医療・
介護事業を展開できる
法人として 2026 年度も
努力を続けたいと思い
ます。

組合員の皆さん、
あけましておめでとうございます

南大阪医療生協理事長　

權 野　幸 子

住吉民主診療所 ☎06-6696-5250／加賀屋診療所 ☎06-6681-1498
介護の相談はケアプランセンターへ ☎06-6695-1153

組合員活動部　住吉 ☎06-6696-5034／住之江 ☎06-6685-3824

◦	

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
平
和

を
ひ
き
つ
ぎ
ま
す
。

（
大
領　

久
家　

環
）

◦	

二
度
と
戦
争
だ
け
は
し
て
ほ

し
く
な
い
。
日
本
は
９
条
を

も
つ
国
と
し
て
平
和
の
た

め
に
世
界
に
貢
献
す
る
国
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
私
も
人
生

を
か
け
て
平
和
を
守
る
た
め

に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
苅
田　

古
旗　

孝
）

◦	

麻
雀
の
時
や
喫
茶
の
時
、
色
々

な
人
に
声
か
け
し
て
、
寄
付

を
集
め
る
こ
と
も
し
た
の
で
、

今
日
は
喜
ば
し
い
で
す
。
平
和

を
思
う
気
持
ち
は
人
一
倍
あ

り
ま
す
。

（
住
吉　

細
川　

美
佐
子
）

◦	

今
日
は
、九
条
の
碑
除
幕
式
に

呼
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。今
、戦
争
が
そ
こ

ま
で
来
て
い
る
、と
煽
り
、対
話

で
な
く
力
に
よ
る
政
治
が
お
し

て
い
る
の
で
歌
の
力
で
お
し
か

え
し
ま
す
！

　
（
Ｇ
Ｏ
Ｍ　

竹
下　

哲
生
）

◦	

９
条
の
碑
建
立
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
改
憲
、
戦
争

の
道
へ
高
市
内
閣
が
で
き
て
、

よ
り
い
っ
そ
う
危
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
皆
が
こ
の
碑

を
見
て
、
い
つ
で
も
平
和
の

大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
る
。
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン   

森
本  

俊
雄
）

◦	

平
和
が
一
番
‼ 

憲
法
９
条
を

守
り
抜
き
戦
争
の
な
い
世
界

を
‼
と
願
い
ま
す
。

（
大
領　

木
村　

和
代
）

◦	

昔
、
秋
葉
先
生
の
講
演
で
、

戦
争
の
反
対
は
福
祉
で
す
よ

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
先
生
の
言

葉
が
今
日
も
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
福
祉
を
ど
ん
ど
ん
と

切
り
す
て
て
い
く
今
、
戦
争

へ
の
道
が
ど
ん
ど
ん
と
近
づ

い
て
き
て
い
る
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
今
、
憲
法
９
条

を
何
と
し
て
も
守
ら
な
い

と
、
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
粉
浜鹿

間　

真
理
子
）

◦	

除
幕
式
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
３
０
０
万
円
達
成

で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
西
谷
さ
ん
の
記

念
講
演
を
聞
い
て
な
ぜ
戦
争

が
終
わ
ら
な
い
か
、
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
い
る
、

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
、
中
田
ア
ツ
ヒ
コ
、
デ
マ

で
や
ら
れ
る
、
９
条
を
守
ら

ん
と
…
。
何
と
言
っ
て
も
大

阪
弁
で
と
っ
て
も
分
か
り
や

す
か
っ
た
で
す
。

（
西
住
之
江　

中
村　

和
子
）

◦	

武
力
の
行
使
は
国
際
紛
争
解

決
の
手
段
と
し
て
は
永
久
に

こ
れ
を
放
棄
し
て
い
る
！ 

新

首
相
よ
！  

睡
眠
と
っ
て
こ
れ

を
思
い
出
せ
！

（
守
口
市　

こ
い
け　

け
い
こ
）

◦	

加
診
の
９
条
の
碑
建
立
除
幕

式
の
こ
と
は
赤
旗
新
聞
で
知

り
ま
し
た
。
三
谷
和
合
先
生

の
時
か
ら
の
職
員
の
一
人
と

し
て
除
幕
式
に
は
参
加
せ
ん

と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

（
中
加
賀
屋　

川
村　

伸
子
）

◦	

大
阪
で
３
番
目
の
九
条
の
碑

の
建
立
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
ま
、
自
民
、
維
新

の
危
険
な
政
権
が
発
足
し
軍

拡
ま
っ
し
ぐ
ら
、
国
民
の
暮

ら
し
こ
わ
す
政
治
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、

日
本
国
憲
法
を
盾
に
悪
政
阻

止
へ
、
み
ん
な
の
力
を
合
わ

せ
て
平
和
な
日
本
へ
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

（
清
水
丘　

津
田　

康
夫
）

◦	

平
和
の
種　

九
条
皆
で
育
て

よ
う
。

（
帝
塚
山
西　

永
坂　

文
子
）

第5弾 防犯アナウンス防犯アナウンス&&ゴミ拾ゴミ拾いい
11 月 28 日、5 回目となる「防犯アナウンスとゴミ

拾い」を行いました。今回は、住吉民主診療所の周辺
地域沢之町で行い組合員と職員 12 名が参加しました。

小 1 時間の活動で、ゴミは思ったほど落ちておらず、
「わりにきれいやったね」と感想が出されていました。

それでも、タバコの吸い殻はやはり目
立っていて「外でも
禁煙になったはずや
のに、なんで落ちて
るんやろ」と疑問に
思う声が上がってい
ました。

（3）第 378 号	 虹　の　た　よ　り	 （'25 年 12 月・'26 年 1 月 合併号）2026 年 新年号 2026 年 新年号（'25 年 12 月・'26 年 1 月 合併号）	 虹　の　た　よ　り	 第 378 号（2）
 

除
幕
式
参
加
者
の

一
筆
箋
メ
ッ
セ
ー
ジ

西
加
賀
屋
4
丁
目
の
喫
茶

「
飛
鳥
」
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
飾
り

を
季
節
ご
と
に
変
え
ま
す
。

こ
の
日
も
学
校
帰
り
の
子
ど

も
た
ち
が
セ
ン
サ
ー
に
手
を
か

ざ
し
、「
動
い
た
！
」
と
。

柴
谷
ま
で
帰
る
子
ど
も
た
ち

に
ト
イ
レ
を
提
供
す
る
優
し
い

お
店
で
す
。

地
域
の
ホ
ッ
ト
・ス
ペ
ー
ス

喫
茶 
飛 
鳥

▲ 作業を終えて、にっこり !

11月28日 伊藤千尋（国際ジャーナリスト）さんが取材にみえて



加
賀
屋
病
院
時
代
の
友
の

会
の
頃
か
ら
の
お
付
き
合
い
。

医
療
生
協
の
組
合
員
に
移
行

し
て
、
請
わ
れ
る
ま
ま
に
健

康
づ
く
り
委
員
や
支
部
運
営

委
員
を
引
き
受
け
て
い
ま
し

た
。
住
吉
民
主
診
療
所
で
の

会
議
に
は
自
転
車
で
通
っ
て

い
ま
し
た
。

加
賀
屋
南
支
部
の
た
ま
り
場

す
こ
や
か
は
常
連
さ
ん
で
、
お

し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
仲
間
が
い

て
居
心
地
の
良
い
時
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
頃
、

す
こ
や
か
の
つ
な
が
り
が
嬉
し

か
っ
た
で
き
事
が
あ
り
ま
す
。

夫
が
入
院
し
て
い
て
、
自
身

も
背
骨
を
骨
折
し
て
し
ま
い

動
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
入

院
は
せ
ず
自
宅
で
の
3
カ
月

の
養
生
生
活
を
す
る
こ
と
に
。

そ
の
時
す
こ
や
か
の
運
営
の

中
心
メ
ン
バ
ー
の
松
本
さ
ん

（
加
賀
屋
南
の
支
部
長
）
と
追

杉
さ
ん
（
同
運
営
委
員
）
が

食
事
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
援

助
を
し
て
く
れ
て
生
活
を
支

え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ホ
ン
ト

に
心
強
か
っ
た
。
医
療
生
協
に

入
っ
て
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
」

と
し
み
じ
み
話
し
ま
す
。

今
は
、
デ
イ
ケ
ア
に
通
う

日
々
で
す
が
、
50
歳
の
時
に
、

車
の
免
許
証
を
取
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
独
立
し
て
車

を
出
し
て
も
ら
え
な
く
な
っ

た
の
を
不
便
に
感
じ
て
、
夫

に
は
運
動
音
痴
な
の
に
と
た

し
な
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
奮

起
し
て
無
事
取
得
。
通
勤
で

使
う
よ
う
に
な
り
、
慣
れ
て

く
る
と
義
母
の
田
舎
の
松
山

に
旅
行
に
い
っ
た
り
、
東
大

阪
に
住
ん
で
い
た
娘
の
所
に

遊
び
に
行
っ
た
り
と
60
代
は
、

車
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
で

長
生
き
し
た
い
。
も
う
一
度
、

幼
少
期
に
疎
開
し
て
高
校
を

卒
業
す
る
ま
で
住
ん
で
い
た

奄
美
に
兄
や
妹
と
一
緒
に
墓

参
り
に
行
き
た
い
な
と
、
思
い

を
語
る
徳
永
さ
ん
。　

  

（
い
）

う
ち
の

支
部
の

ひ
と

▼
徳
永 

和
子
さ
ん（
加
賀
屋
南
支
部
）

あの人、あの人、
この人、この人、

２
０
２
５
年
度  

第
6
回 

理
事
会
報
告

日時／	2025 年 10 月 22 日 ㈬　午後 6：00 ～ 7：40
会場／加賀屋診療所　組合員ルーム
出席／理事 13 名

1.	民医連のいつでも元気 10 月号の記事と医療情勢の学習
を行った。

2.	9 月度の経営結果を報告し、償却前利益で赤字になった
こと。上半期の特徴を報告した。全体は介護が上向き黒
字化に。診療所群の経営危機を再確認した。下期に向け
て健診、検査、ワクチン強化を報告した。

3.	組合員活動 9 月度の報告がされた。出資金は 9 月純増を
報告した。班会、健康チェックの参加報告。帯状疱疹ワ
クチン接種の組合員への声掛けを強化しようと確認した。

4.	各種委員会の報告が各担当理事から報告がされた。とり
わけ 9 条の碑除幕式への参加と募金額が報告された。

5.	労組から秋闘要求が出され対応することを確認した。
以上、すべて承認されました。

「読者のひろば」への投稿やクロスワードパズ
ルの解答を、ハガキでの応募に加えてメールで
の受付も行っています。

また「とっておきの 1 枚」（テーマは「わた
しの自慢」）や、「マイブーム」の写真の募集も
しています。写真には、一言コメントを添えて
ください。掲載作品には、「QUO カード」をプ
レゼントします。

なお、ご提供いただいた写真はお返しできま
せんので、あらかじめご了承ください。

ハガキ・封書の送り先
〒559-0016
大阪市住之江区西加賀屋2-4-2
南大阪医療生活協同組合・機関紙編集部

メールはこちらへ
kumikatu@moisk.jp

ハガキでの応募・
投稿に加えて　 メール受付でき

ます
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11
月
18
日
、
加
賀
屋
北
と
南

支
部
合
同
、
18
名
で
竜
王
・
信

楽
バ
ス
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
8
時
半
出
発
で
す
が
、

み
な
さ
ん
定
刻
に
は
集
合
し
て
、

出
発
。

農
園
で
の
柿
が
り
は
富
有
柿
な

の
で
た
く
さ
ん
は
食
べ
れ
ず
、
中

に
は
、
熟
し
た
柿
を
見
つ
け
て
嬉

し
そ
う
に
食
べ
て
い
た
方
も
。

寒
い
の
で
予
定
を
早
め
て
動

き
、
予
定
よ
り
1
時
間
早
く
帰
っ

て
き
た
の
で
、
3
時
半
に
は
解

散
で
き
ま
し
た
。

事
故
も
な
く
、
帰
路

に
着
い
て
ひ
と
安
心
。

（
追
杉　

真
佐
美
）

我
孫
子
長
居
東
支
部
が
、
夏
か
ら
始
め

た
月
1
回
の
組
合
員
訪
問
。
11
月
は
我

孫
子
東
地
域
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
お
会
い
し
た
宮
﨑
カ
メ
さ
ん
。

こ
の
日
は
、
夕
方
や
っ
て
来
る
息
子
た
ち

の
た
め
に
布
団
干
し
な
ど
の
準
備
に
お
忙
し

そ
う
。
前
日
に
は
、
木
津
市
場
へ
買
い
出
し

に
行
っ
て
き
た
と
、
93
歳
と
思
え
ぬ
お
元
気
さ
。

「
3
人
で
来
て
く
れ
た
ん
や
か
ら
」
と
言
っ
て

増
資
に
応
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
組
活　

泉
）

加
賀
屋
北
支
部
・
加
賀
屋
南
支
部

竜
王
・
信
楽  

11
月
18
日 

柿
が
り
バ
ス
ツ
ア
ー

柿
が
り
バ
ス
ツ
ア
ー
にに

行
っ
て
き
ま
し
た

行
っ
て
き
ま
し
た

18名で11
月
12
日
、
住
吉
歴
史
案
内
人
の
会
の
方
の

ガ
イ
ド
で
支
部
の
地
元
、
苅
田
庭
井
地
域
の
街

歩
き
を
13
名
で
行
い
ま
し
た
。
土
地
改
良
会
館

や
大お

お

依よ
さ

羅み

神
社
な
ど
は
普
段
気
付
か
な
い
所
ま

で
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
苅
田

は
昔
、
田
圃
ば
か

り
で
環
濠
だ
っ
た

こ
と
な
ど
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
天

候
も
良
く
楽
し
く

た
め
に
な
る
90
分

で
し
た
。

（
吉
田　

 

房
江
）

苅
田
庭
井
支
部

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
企
画

歴
史
散
歩

歴
史
散
歩

我
孫
子
長
居
東
支
部

 

地
道
に
訪
問
活
動

続
け
て
い
ま
す



（
こ
の
つ
づ
き
次
ペ
ー
ジ
の
最
上
段
Ý
）

デイケアなないろ

こんにちは♪デイケアなない
ろです。

現在、デイケアなないろは 66
名の利用者さまが登録・利用してくださってます。

大正 14 年生まれの 100 歳の方を筆頭に昭和 33
年生まれの 60 代の方と、利用いただく年齢の幅が
広いことが自慢であり特徴です。

また、勤務しているスタッフも 20 代～ 60 代まで
と、こちらも
幅広く、世代
の違いで毎日
笑いが絶えな
い、なないろ
です。

そんな、な

ないろですが新しい作業療法士さんが土曜日の隔週
で来てくれることになり、さらにリハビリの幅が広
がる予感がしています♪

今後も新しい利用者さんの受け入れを続けていき
ますので、要介護 1 ～ 5・支援 1・2 の方はぜひ見
学にいらしてみてくださいね～。　　　　　　（坂本）
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と
う
と
う
一
度
も
会
え
ず
に

季
節
は
巡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
は
、
と
ん
ぼ
の
、
ギ
ン
ヤ

ン
マ
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
ど
れ

だ
け
殺
生
し
た
こ
と
か
。
謝
罪

の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
て
、
次

の
世
紀
へ
と
生
き
続
け
て
欲
し

く
て
、
そ
れ
を
応
援
し
た
く
て
。

い
つ
も
、
家
の
近
く
を
回
遊
し

て
い
る
時
、
ば
っ
た
り
会
え
て

い
た
の
に
…
…
。
こ
れ
も
異
常

気
象
の
影
響
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

（
北
島　

森
本　

茂
）

自
分
一
人
で
パ
ズ
ル
を
完
成

で
き
た
の
は
初
め
て
で
す
。
い

つ
も
組
み
合
わ
せ
で
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
主
人
登

場
。
皆
様
は
い
か
が
で
す
か
。

（
西
住
之
江　

キ
ャ
サ
ド
ス
）

9
条
の
碑
「
除
幕
式
」
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
除
幕
式

に
は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
阿
倍
野
区　

坂
野　

幸
江
）

8
月
頃
よ
り
、
身
体
だ
る
く
、

色
々
内
科
的
に
検
査
し
ま
し
た

が
こ
れ
と
い
っ
た
所
見
も
な
く

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。
知
人

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
心
療
内
科
を

勧
め
ら
れ
、
自
律
神
経
に
失
調
を

き
た
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

の
所
見
。
投
薬
治
療
中
で
す
が
、

治
療
の
基
本
は
生
活
を
正
す
と
こ

ろ
か
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
南
住
吉　

も
っ
ち
ゃ
ん
）

暑
い
日
が
あ
れ
ば
急
に
夕
方
か

ら
寒
く
な
る
日
も
あ
り
、
体
が
つ

い
て
い
こ
う
と
必
死
で
す
。
た
だ

ど
ん
な
日
も
手
洗
い
ウ
ガ
イ
は
忘

れ
ず
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
、
健

康
で
冬
を
乗
り
越
え
た
い
で
す
。

（
南
住
吉　

松
本　

恵
子
）

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

が
早
い
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
10

月
初
旬
に
、
予
防
接
種
し
ま
し

た
。
気
持
的
に
も
安
心
し
て
バ
ッ

チ
リ
、
冬
準
備
整
い
ま
し
た
。

（
東
加
賀
屋　

や
っ
ち
ゃ
ん
）

も
う
れ
つ
な
暑
さ
も
や
っ
と

す
ぎ
去
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
ベ

ラ
ン
ダ
の
草
花
が
季
節
を
間
違

え
た
か
の
よ
う
に
青
々
と
し

げ
っ
て
今
に
も
花
が
咲
き
そ
う

で
す
。
私
も
少
々
し
ん
ど
い
で

す
が
草
花
の
よ
う
に
元
気
に
な

ろ
う
と
老
体
に
む
ち
う
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

（
東
粉
浜　

ヒ
ー
ち
ゃ
ん
）

行
っ
た
？ 
見
た
あ
？ 

の
挨

拶
。
万
博
に
行
っ
た
か
、映
画「
国

宝
」
を
見
た
か
の
最
近
の
挨
拶

こ
と
ば
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て

外
出
も
お
っ
く
う
に
な
っ
て
い

た
人
た
ち
も
少
し
づ
つ
期
間
限

定
の
楽
し
み
を
見
つ
け
て
活
動

事
業
所
利
用
委
員
会

報
告	

住
　
吉

１
、
虹
の
箱
の
投
書
（
0
通
）

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①	

大
き
な
破
損

②	

桃
太
郎
の
─
─
団
子

③	

火
を
消
す

④	

応
仁
の
─
─

⑥	

事
件
と
─
と
の
両
面
捜
査

⑧	

雪
が
降
り
─
─
の
世
界
に

⑪	

国
土
─
─
院
の
地
図

⑬	

霧
状
の
も
の

⑭	

他
山
の
─
─

⑮	

─
も
甘
い
も
噛
み
分
け
る

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①	

駅
伝
で
つ
な
ぐ
も
の

③	

知
ら
ぬ
と
─
─
を
切
る

⑤	

未
来
像

⑦	

必
要
は
発
明
の
─
─

⑨	

士
農
─
─
商

⑩	

仕
事
の
─
─
探
し

⑫	

櫛
で
─
─
を
と
く

⑭	

Ｕ
Ｋ
と
呼
ば
れ
る
国

⑯	

鉛
筆
の
─
─
を
削
る

⑰	

二
兎
追
う
者
は
─
─
を
も

得
ず

第
３
７
6
号
の
当
選
者

応
募
総
数
＝
26
通

　

う
ち
正
解
＝
26
通

当
選
者（
敬
称
略
）

き
り
ん	

（
遠
里
小
野
）

太
鼓
橋	

（
安　
　

立
）

佐
尾
山  

頼
幸	

（
清
水
丘
）

呑
ち
ゃ
ん	

（
南
港
東
）

た
か
ち
ゃ
ん	

（
我
孫
子
）

キ
ャ
サ
ド
ス	

（
西
住
之
江
）

髙
橋　

海
月	

（
我
孫
子
）

ヒ
ー
ち
ゃ
ん	

（
東
粉
浜
）

ゆ
ず
ち
ゃ
ん	

（
南
住
吉
）

吉
田　

幸
三	

（
平
野
区
）

正
解 

ブ
ン
カ
ザ
イ（
文
化
財
）

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に
入
る
文
字

を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
？

解
答
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
編
集
委
員
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。（
匿
名
希
望
の
方
は
、
賞
品
発
送
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
本
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

締
切
／
1
月
31
日

賞
　
品
／
正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
全
国
共
通
図
書
カ
ー
ド
を

進
呈
し
ま
す
。

送
り
先
／
〒
５
５
９
─

０
０
１
６ 

住
之
江
区
西
加
賀
屋
２
─

４
─

２

　
　
　

  南
大
阪
医
療
生
協
機
関
紙
編
集
委
員
会 

宛

※
余
白
に
紙
面
批
評
や
近
況
・
ご
意
見
な
ど
お
書
き
く
だ
さ
い
。

開
始
。
一
年
の
う
ち
、
快
適
な

日
も
少
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気

も
す
る
が
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
求
め
て
私
も
日
帰
り
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
い
と
計
画
中
。

（
安
立　

太
鼓
橋
）

「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
ぞ
み
の
一
日
を
見
ま
し
た
。

毎
日
、
利
用
者
の
方
の
た
め
に

奮
闘
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く

わ
か
り
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

母
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
て
い
る
の
で
、
感
謝
の
気
持

ち
を
お
伝
え
し
ま
す
！ 

い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
大
領　

み
か
ん
）

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
反
体
制
活
動
家
マ
リ
ア
・

コ
リ
ナ
・
マ
チ
ャ
ド
氏
に
決
ま

り
良
か
っ
た
。
ど
こ
や
ら
の
国

の
ア
ホ
の
大
統
領
に
決
ま
ら
ず

ホ
ン
ト
に
良
か
っ
た
。
し
か
し
、

や
け
の
や
ん
ぱ
ち
で
、
益
々
無

茶
苦
茶
し
な
い
か
心
配
で
も
あ

り
ま
す
。

（
山
之
内　

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）

戦
後
80
年
の
文
化
の
日
に
9
条

の
碑
「
除
幕
式
」
（
住
吉
民
主
診

療
所
）。
と
て
も
意
義
あ
る
こ
と

で
感
慨
深
い
で
す
ね
。
た
だ
残
念

な
が
ら
先
約
が
あ
り
、
式
に
参
加

で
き
ま
せ
ん
。
講
演
も
聞
き
た
い

の
に
ザ
ン
ネ
ン
、
ム
ネ
ン
。

（
我
孫
子
西　

東
新　

万
里
）

クロスワードパズル
応　募　方　法

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
組
合
員
さ

ん
の
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
・
俳
句
・
川
柳
・

写
真
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
送
り
先
は
ク
イ
ズ
と
同
じ
）

 

俳 

句 

西
成
に
千
の
民
泊
冬
の
鵙も

ず		


三
井
　
淳
一

果
物
屋
い
っ
せ
い
に
喋
り
出
す
秋	

真
　
実

勤
労
感
謝
の
日　

定
位
置
に
憲
法	

め
ぐ
み

末
枯
野
君
は
海
馬
に
生
き
続
く	

明

発
車
の
ベ
ル
手
を
振
る
君
へ
冬
紅
葉	

貞
　
治

空あ
き

家か

屋お
く　

風
に
揺
れ
て
る　

曼
珠
沙
華	

　

て
る
て
る

 

川 

柳 

吾
れ
コ
ロ
ナ
変
異
し
す
ぎ
て
疲
れ
た
わ
～	

髙
橋
　
海
月

紛
争
で
忘
れ
去
ら
れ
た
温
暖
化	

水
井
　
　
泉

ふれあい作品コーナー

●

介 護
だより

読
者
の

ひ
ろ
ば

◦
ご
注
意
を
！

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
へ
の
お
便
り

に
は
、 

お
名
前
、
ご
住
所
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
。

メ
ー
ル
で
送
っ
て
い
た
だ
く
と
き

に
も
、お
忘
れ
な
い
よ
う
に
。


